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世

界
大
戦

は
英
吉
利

の
宿
せ

る
経
済
上

の
ガ

、
軍
事

上
の
力

の
あ
ら

ゆ

る
も
の

を
要

求

し
た
。

一
九

一
八
年

.十

一
月

に
戦
争

が
終

っ
て
後
も
、
政
府

は
間
断

な
き
政

治
上

の
難
問

題

に
鞅
掌

せ
な
け
.れ
ば
な
ら

塗

か
つ
た
。

就
中

、
そ

の
.中

の

一
つ
な

る
愛

蘭

土
問

題
は
最
も
重
大

な

る
性
質

の
も

の
で
あ

っ
た
。
戦

後
産
業

上

の
問
題

に

至

っ
て
も
、
そ
は

只
、
戦
時

生
・産

よ
り
牛
聴
生
産

へ
産
業

組
織

を
璽
更

す

る
ε
云
ふ
だ
け

の
簡
軍
な
も

の
.で

は
な

い
。
大
軍
隊

は
之

を
産

業
生
活

へ
復
.昂

せ
し

め
ね
ば
な

ら

譲
。
息

つ
ぐ
問

も
な
一

、
多
一

の
主
要
産
業

に
め
り

て
は
、
團
膿
的
勢

働
者

の
新
生
産
歌
態

を
要
、求

し
、
新
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聖

夏

雑

録

職
後
英
吉
利
の
維
測
状
態

統
括
力

の
樹
立
を
求
を
る
に
嵩
し
て
、
そ
の
要
求
の
明

か
に
具
鴨
化

し
た
る
を
認

め
、
之
に
満
足
を
與
ふ
る
方

.

注
を
講
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
同
盟
罷
工
に
至

っ

て
は
、
重
大
な
る
も
の
が
少
く
こ
も
三

つ
あ
っ
π
。
鐵

道
、
炭
礪
、
製
鋼
等
の
同
盟
罷
工
が
そ
れ
で
あ
る
。

大
多
敷
の
産
業
は
常

に
海
外

へ
の
販
責
を
目
的
ε
し
一

て
非
常

に
豊
富
な
る
生
産
を
し
.て
居

っ
た
の
で
あ
る
が

そ
の
大
部
分
は
経
済
的
に
破
壊
せ
ら
れ
紛
争
し
つ
㌧
あ

る
有
様
で
あ
る
。
工
業
原
料
の
供
給
も
、
そ
の
あ
る
も

の
は
事
實
上
閉
鎖
せ
ら
れ
て
居
る
。
露
西
亜
よ
b
の
供

給

の
如
き
即
ち
そ
れ
で
あ

る
。
戦
前
最
も
有
利
の
販
路

た
b
し
地
も
、
今
や
購
買
力
を
失

っ
た
も

の
が
少
く
な

い
。
濁
逸

の
如
き
そ
の

一
例
で
あ
る
。
相
場
の
鍵
動
の

大
尊
る
こ
ご
は
貿
易
を
異
常

に
危
険
な
ら
し
め
、
両
替

の
攣
動
も
亦
之
ご
共

に
不
安
ε
危
険
・し
を
檜
大
せ
し
め

て
居
る
。
併
し
此
等
は
英
吉
利
の
産
業
`
英
吉
利
の
財

政

ε
が
威
理
す

べ
き
問
題
の
ロ
バ
一
部
で
あ
る
、
現
在
は

か
く
の
如
き
多
数
の
難
問
題
の
錯
綜
の
下
に
あ
る
。

休
戦
後
の
生
産
状
態

休
職

以
來
の
英
吉
利
の
産
業
歌
態
を
概
観
す
る
に
は

蠕
十
三
巻

〔鋪
汽
號

一
三
八
)

呵
一∴
二

生
産

の
数
字

に

つ
い
て
戦

前

ざ
戦
後

`

を
比
較

し
て
昆

布
が
最

も
捷

脛

で
あ

る
。

先

づ
農
業

に

つ
い
て
、
職
侍
中

そ
の
自

給

が
最

も
高

調

せ
ら

れ
た

る
こ
ピ
に
よ
り
て
、
幾

許

の
永

久
的
璽

化

.

が
齎
ら

さ
れ
た

か
、
を
観

察
し
て
み
や
う
。

農
業

に
は
何
等

の
急
進

的
攣

化

の
な

か

っ
た
の
は
明

一
か
で
あ
る
。
小
萎

作
耕
地

面
積

は
、
保
障

償
幣
制

に
よ

…
り
て
幾

分

の
増
加

を
来

し
て
居

る
。
併

し

叱
れ
も

一
九

ゴ

八
年

以
來
減
少

し
始
め

π
か
ら

、
戦

前

よ
b

一
九

二

.
二

王
ー
ヵ
以
上

に
増

加
ず

る
こ
こ
は

な

い
で
あ
ら
う
。

英
吉
利

の
脛
濟
政
策

は
依

然
食
料
輸

入
の
方
針

に
て
樹

.

て
ら

る

＼
で
あ
ら
う
。
、

英
盲
利
の
獅
粉
生
産
及
び
輸
入
統
計

(単
位

一千
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ウ
エ
イ
ト
)
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δ
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δ
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石

炭

英

吉
利
の
石
炭
供

給
が

、
彼

國
産

業

の
柱

石
た

る

こ

ご
は

、
縄
濟
史

L⊥
に
周
知

の
事
柄

で
あ

る
。
炭
薇

は

英

右
利

に
於

て
は
、
躍

に
工
業

の
原
動

力
、
海
軍

の
燃

料

を
供

給
す

る
に
止

ま
ら
す

、
石
炭
は
實

に
彼

國

に
ξ
り

て
は
非
常

に
貴
重
な

る
鹸
…出
貨

物
な

の
で
あ

る
。

き

れ

ば
石
炭
生
産

量

に
關
す

る
統
計

は
看
過

し
得
ざ

る
所

で

あ
.る
。

石
炭
の
生
産
及
び
輸
出
(輩
位
百
萬
嚇
〕

死 児 拓 死 死;二 元死元年
目 元 又 寝三 更 翌 颪互晃次
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生
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,
輸

蛎 二 曇 天 塑 捜li

内
閣

残
量死

出
大
八

…九
六
、

舌

五
、夏天

七
一八
二

[巻

本
年
(
　
九
二

【
年

)最
初
の
十
週
間

の
生
雇
員
は

一

九
二
〇
年
の
平
均
以
上
に
達
し
て
居
な
い
、
生
産
量
は

戦
前
に
比
し
非
常

に
減
退

し
て
居
る
、
3.・は
次
の
閥
に

雑

錐

一戦
後
英
吉
利
.の
麗
.鼎
秋
態

-
よ
れ
ば

一
属
一明

か
に
分

る
。

石
炭
生
産
量
坑
夫

一人
囀
り
築
諒

年
次

莞
囲
.夷
八

一九晃
⊥

一

基

八

冗
冗

先
言

顧

」天
六

量
噛

き
八

「聖

天
五

石
炭
生

産
量
が

、
か
く

の
如

く
減

退

し
た

る
原
因

に

つ
い
て
は
、
種

々
な
る
説

が
あ

る
。
す

つ
ε
以
前

の
生

産
量

ご
比

べ
て
見

る
ε
、
近
頃

の
減

量

は
、
行

動
の
自

由

な

る
炭
.暦
や
、
地

表

に
近

き
部
分

の
石
炭

が
、
採

掘

し
蓋

さ
れ
π

こ
ご
が
、
少

な

か
ら

ざ

る
原
因

を
な
し
て

居

る
、
炭

坑
装
…直
の
悪

く
な

っ
た

こ
ご
、
特

に

㎜
九
二

四
年

以
来

の
屡
頽

、
#

び
に
石
炭
輸

送
機
關

の
能

力
減

退
も

亦
そ
の
生
四

花
る
も

の
で
あ

る
。

一
九

=

}年
及

.び

一
九

一
九

」年

の
両

度

に
、
勢
働
時
間

が
短
縮

せ
ら
れ

た
こ

ご
も

、
幾

分

の
原
因
を
な

し
て

み
る
。
最
近

二
三

年
間

に
於

け

る
坑

夫

の
氣
質

の
攣
化

も
、
疑

ひ
も
な

く

主
要

の
原

因
を
な
す
。
彼
等

の
大
多

数

は
、
何
等

か
の

形
式

に
於

け

る
国
有

を
希
望

し

て
み

る
。
彼
等

は
出
来

得

る
限
b

現
在
の
炭
礪
利
潤

を
減

少
せ

ん
こ
ε
を
望

ん

で

み
る
、
他

力
に
於
て
、彼

等
は
文
勢
働
港
達

が
、
炭
憤

を
維
持

せ

ん
が
爲
.め
に
、
.專

ら
生
産

の
減
少

を
な

さ
ん

第
+
三
巻

〔第
三
號

】
三
九
)

四

[一一
…二
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幽.
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難

錐

職
後
英
吉
鴉
の
経
済
状
態

こ
ε
を
要
求

し
て
み

る
。
坑

夫

ご
歌
府

・し
の
聞

に
、
若

干

の
協
定

が
成
立

し

て
、
生
産
量

の
増

加
が
利
潤

の
増

加
を
伴

ふ
も

の
に
非

ざ

る
こ
ε
を
保

障
す

る
政
策

が
設

け
ら

れ
て
彼

等
を
満
足

せ
し

め
得

る
ま

で
は

、
探
炭

量

の
壇

加
は
望

み
得

な

い
で

あ
ら

う
。
將
來
更

に
同
盟
罷

業

が
起
.ら
な

い
こ
ご
は
、
今
日

に
於
て

は
氷

だ
保
障
す

る

こ
ご
が
出

来
な

い
。
全

生
産

量

の
減
少
は

、
更

に
人

な
る
割
合

に
て
輸

出

の
減

少
を
齎
ら

し
た
。
但

し
輸

出

傾
幣
は

]
九

=
二
年

よ
b

も

】
九

二
〇
在
・の
方
が
上

で

あ

る
。
主

要
諸
国

に
封
ず

る
石
炭
輸

出

の
減

退

は
次

の

如

く

で
あ

る
。

石
炭
輸
出
の
減
退
(箪
位

…
千
顧
)

画
名

南 伊 佛 濁 瑞 露

大 繭 西

米 利 酉 逸 典 亜

一
九

;

軍

門
究
八

四
、
五
六
三

八
£
豊

一二
ε
七六

な
{碧

六
、
〈
窒

一
九
二
〇
年距

二

一
三
始
二三

=
、
大空

二
、九
星

至

大

綱
及
び
鐡

総
て
の
交
戦
国
に
於
け
る
ε
同
様

に
、
鋼
及
び
鐵

の
　[

策

†
三
谷

(第

三
號

]
四
〇
)

殴

三
四

生
漆

工
場

は
、
職

時
中
仮

張
せ
ら
れ
改
良

せ
ら

れ
た
。

戦

後

の
生
、産

量

を

一
九

ご
二
年

ε
比
較
す

れ
ば
、
次

の

如

一
で
め

る
。

英
吉
利
載
後
の
鋼
及
び
鐵
の
生
産
.箪
位
千
噸
)

年

家
一九
三

一九
天

一
空
九

一
九
=
O

銑

鐵

δ

、「工
6

ル
δ
〈六

七
、発

く

(
δ
口
口

銅
鉱
及

び
鋳
鋼

七
、
六
六
閏

な

五
苦

暫

く茜

九
、
O証

]
九

=
二
年
は
鋼
及

び
鐵

の
生
産

に
於
て

は

レ

」
ー

ド
の
年
で
あ

っ
た
.の
で
あ

る
。
休
職

後

の
歌

態
は
春
期

の
.平
均
生
産
量
を

見
れ
ば

　
居

明
か
で

あ
る
。

綱
及
び
鐵
の
各
期
年
蜘
生
涯
量
(単
位
干
噸
)

九 九
第 第 第 ・第 二 第 第 第 第 一

〇 九

四 三 ニ 一 年 四 三 二 一 年

期 期 期 期 期 朗 朗 期
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六
発

六
夫

E
企

五
六
く

倉
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七
三

歯

可[

鋼七
言

炎
ね

六
黒

犬
O
唱

莞

ハ

八
二
(

O茜究
(

㌧

O

,



1

↓
九

二
〇
年

の
鋼
年
産

は
戦
前

よ
り
も
檜

加
し

て

ゐ

ハ

る
。
同
年
五
月

の
銑
鐵
生
産

七

五
二
噸

、
九

月

の
鋼

生
.

履
八
八
四
顧

は
斯

業

に
於
け

る

レ
コ
ー
ド
で

あ

る
。
.併
.

し
乍
ら
、
斯
業

の
前
途

は
容
易

に
樂
槻
を
許

さ
な

い
も

の
が
あ

る
。
.十
月
及

び
十

一
月

の
生
産
減
退

は
、

一
部

は

一
般
不
景
気

の
影
響

に
よ
ウ

、

一
部

は
坑

夫
同
盟

罷

工

の
結
果
で
あ

る
。

}
九

二

一
年
二
月
は
最
も
甚

だ

し

き
減

怨
を
示

し
、
戦
後

に
於

け

る
最
低
景

で
あ

っ
た
。

戦
前

に
於
て
は
製

鋼
製
鐵

業

の
利
潤
は
屡

工
平
均
七

割

に
達

し
た
、
今
日

に
於

て
は

そ
れ
程

の
利
潤
は
な

い
が

、

そ
れ
は
必
ず

し
も
、
斯
業
が
衰
退

し
た
誇
櫨

で
は
な

い
。

今
日

斯
業

の
生
産
能

力
は

一
九

=
二
年

の
そ

れ
よ
一2
も
.
…

太

き
一
な

っ
て
み

る
。

鋼
及
び
鐡
使

用

工
業

機
械

工
業

に
就

て
は
何

れ
も

、
生

産
統

計

の
振

る

べ

き
も

の
は
な

い
。
概

し
て
言

(、
ば

】
九
二
〇
年

の
輸
出

量
rは

一
九

=
二
年

よ
b
も
劣

っ
て
み
る

の
は
確
だ
。

一

九
二

〇
年

に
は
時
間

給

の
問
題

が
激

し
く
論
争

せ
ら
、れ

た
。
鋼
及
び
鐵

の
製
品
喩

出

の
統

計

は
次

の
如
く

で
あ

る
。

(輩
位
千
噸
)

難

鑛

戦
後
英
吉
利
の
経
済
状
態

炉年
次

鯉
…及
び
鐵
製
口叫

脳憐

械

繕
…關
圃車

充
一三

五
、8
0
.

七四ゼ

.

叉

完
ニロ

毎
一五
〇

四
二穴

.

三九

造
離
業

に
就

い
て
は

、
も

つ
ε
完

生
な

る
統
計

が
利

用
し
得
ら

る
。
英
吉

利

の
世
界

造
船

界

に
於
け

る
優
超

の
地

位
は
以
前

の
如
く
.で
は
な

い
が
、

一
九

二
〇
年

に

…
於

け

る
英
吉

利
の
新

造
船
頭

数

は
、
戦
前

よ
b
も
増

加

し
て
居

る
り

]
九

=
二
年

に
は

、
英
吉

利
は
世
.界
商
船

の
五

八
%

を
産
出

し
て
居

っ
た

が
、

一
九

】
九

年

に
は

ロ
ハ
二
二
。
七
%

ご
な
り

、
↓
九

二
〇
年

に
は
三

五
%

で
め

る

。造
船

の
増
加
は

一
九

二
〇
年

の
第

四
期

に
至

っ
て
停

…
止

し
、
圃

恥

に
新

造
船

の
噸
鰍
も

低
下

し
始

め
た
。

世

…
界
商
船
噸
数

は

一
九

二
〇
年
末

に
於

て
、

…
九

]
三
年

よ
b

も
八
百
萬
噸

増
加

し
て
居

る
、

ご
推
定

さ
れ
て
居

る
。
、此
事
實

は
、
取
b
も
直

さ
す

、
近

き
將
來

に
於
て

造
船
界

が
如

何

に
な

る
か
を
、
確
實

に
推
定
す

る

こ
ご

を
不

可
能

な
ら

し
む

る
も

の
で
あ
る
。
海
運
界

の
現
歌

は
沈
滞

の
裡

に
在

る
か
ら
、

一
九

二
二

年

の
造
船
高

は

一
九

二
〇
年

よ
り
も
遙

に
低
下
す

る
で
あ
ら
う
。

第
十
三
巻

〔第
三
鵜

[
四

一
)

四
三
五

「

「



雑

録

戦
後
英
志
利
の
樫
濟
状
態

商

船
進

水
噸

騒

】
九
.

三

年

一
九

一
四
年

}
九

「
八
年

九
.

九
年

'一・割

干
眠.

千
.眠

ア
劇

-

一
「四
8

一君
乞

…、E
重

一
、六
芸

造

船

中

の
商
鐙

嘆

撒

輩̀

位
千

願

)

同 同 同 工 同 兀 苑 究 ヨこ 莞 年

、 冨 、7」 八 フr疋 にrユ

三 プこ 或 冨三 三 或 或 ンミ7ミ プミ 月

造

船

叩

巳
δ
ロリ

】
君

三

一
、茜

〇

一
、合

五

一…、五
西

=
、党

閥

モ

莞
四

三
、
毫
(

崇

七二

三
、
苫
八

織

物

工

業

造
船
着
手

六
白

苫

八
E
註

吾
穴

一
九
二
〇
年

言
.触

維
物
工
業
は
、
製
靴
被
服
工
業
ご
共
に
、
不
承
氣
の

影
響
を
最
も
著
し
く
受
け
た
。
棉
絡
工
業
に
於
て
は
、

製
締
聯
合
會

の
投
票
の
結
果
、
埃
及
部
に
於
て
は

一
週

三
日
に
、
亜
米
利
加
部
に
於
て
は

】
週
四
日
に
操
業
を

短
縮
す
る
こ
`
を
實
付

し
た
。
勿
論
、
棉
緕
工
業
は
職

塒
中
は
甚
だ
多
忙
で
め
っ
た
、
原
棉
偵
絡
の
下
落
、
極

、

第
+
三
巻

(第
三
號

一
四
二
)

四
三
六

「
東

鯛
替

の
暴
落

は
、

そ
の
礁

出
に
決

定
的

の
打
撃

セ
耽
ハ

…
へ
、

一
九

二
〇
年
末

に
至

る
迄

は
織

機
の
年
数
は
休
止

…
の
状
態

で
め

っ
た
。

而

し
て
解
雇

は
甚
だ
盛

に
行

は
れ

一
た
。
併

し
、

一
九

二
〇
年

は
全
罷

ご

し
て

は
、

一
九

一

.

入
牢
及

び

…
九

一
.九
年

よ
b
も
非

常

な
る
輸
出

の
増
加

.

を
見

把
の
で
あ

る
。

綿
製
品
及
が
糠
緒
の
輸
出
(8
0省
異
)

年
次

綿

製

品

棉

総

ー

ー

～

一

.

慨

傍

"
匿

傍

冗

三

石
、
O
蛭

、
一　
量

巻

、起

-

二
.O
δ

先

玉

、
8

六

兀

兀

」
、E
　三
、
炎

ロ

一
莞

、
0
葦

…
盗

、
穴
一六

葦

、
九
天

ヨい
か　
り

冗
舌
.

、
圏
、聖
六
、E蒼

一.…竃
、豊
晶

一鯉
、畠
二

碧
、八[武

↓
九

二
〇
年
に
於
て
綿
製
品

工
業

の
輸

出

は
、
償

格

…
に
於

て
、
英
吉
利
全
輸

出
高

の
二
六
%
を
占

め
て
居

つ

…
た
。
合
衆

国

へ
の
輸
出

は
、
斯
業
始
ま

つ
て
以
来
最
大

　
の
額

に
達

し
た
の

で
あ

る
。
併

し
極

東

へ
の
輸

出
ば
戦

一
前

よ
り
遙

に
下

っ
て
居

る
。

毛

織
工
業

に
あ

り
て
は
、

一
九

二

〇
年
末

は
最
も
不

一
景
氣

で
あ

っ
て
、
非
常

な

る
決
揖
を
表

は
し
カ
。
原
毛

…
の
慣
格
は
参
月

の
牛
額

以
下

に
下

っ
た
。
併

し

こ
の
償

…
格
下
轄

は

一
九

二

一
年

の
雅

文

の
増

加
を
齋

ら
す

ε
期

,



`

侍

せ
ら

れ
π
。

毛
織
物
及
び
毛
鯨
の
轍
艶

羨

羊
蠱

物

毛
離

物

糞

壕

紀

。

百
画
幅

百
歯
碓

百
萬
対
毘

託

二

一
〇
五
人

六
…丁
閥

六
省
二

一九
…九

三
三

昌　丁
ゼ

二六
・〇

一和音

一倉
三
〔平
方
爾
)
砦
ま
〔挙
方
砺
)

「天
・八

一
九

二
〇

年
の
毛
織
物
輸
出

金
額
は

…
九

一
三
年

の

五
倍

で

み

つ
た

.
戦
前

に
於
て
は
、
大

陸
特

に
猫
逸

は

毛
緯

の
主

要
な

る
顧
客

で
あ

っ
た
。
目
下
輸

肚
量

の
減

退

は
重

ご
し
て
そ
れ

が
矯

め
で
め
る
Q

雑

工

業

主
要
諸
国

に
謝
す

る
雑

工
業

品

の
輸

出

は
次

の
如

く

で
あ
る
。・
.

陶

磁

器

ヒ
冥

ト

め
ロ

冨「、茜
闘、八ぎ

年
次

兀
三

一九
兀

.

垂

O

七
側囲
0

省
*趾

に罰

靴

類ク

ス

「
、
天

則
「
0
8

査

O
δ

8

一
、
西

一
、
O
u
O

ド
ン

ハ
レ
ド

巨
ヅ
ト
【ウ
エ
イ
ト

茜

誓

豊

胸

黒
金

、乱
三
　

{e
己
、
四
[
一

以
上
取
扱
ひ
た
る
各
種
工
業
の
生
産
統
計
を
基
礎
ε

し
て
は
、
i

輸
出
統
計
も
同
様
の
傾
向
を
顯
は
し
て
.

居
る
の
だ
が
一

未
だ
十
分
正
確
な
る
概
括
的
説
明
を

雄

録

職
後
英
吉
利
輝
濟
の
状
態

下
す
こ
ざ
は
出
来
な

い
。
此
等

の
工
業
一

就
中
㍉
鍬

及
び
鍼
工
業
、
造
船
業
、
織
物
業

一

は
景
気
も
最
も

一
好
一
、
職
事

の
打
撃
の
恢
復
も
早

か
っ
た
。
併
し

一
九

二
〇
年
末
に
起
b
π
る
不
景
気

に
よ
り
て
や
・は
り
影
響

せ
ら
牝
、
今
ま
だ
そ
れ
が
続
い
て
居
る
。
そ
の
原
因
は

大
陸
諸
国
の
総
精
し
た
る
産
業
不
安
ε
、
極
東
爲
替
の

下
落
ご
に
因
る
所
が
多

い
。
併
し
英
吉
利
の
不
景
氣
は

英
日
米
其
他
諸
国
に
、
殆
ご
同
特
に
企
て
ら
れ
た
る
通

化貝
牧
編
ピ
産
業
秩
序
恢
復
ピ
が
始
去
り
た
る
こ
ご
の
反

癒
ご
見
る
べ
き
で
あ
る
。
英
吉
利
の
産
業
に
だ
力
て
、反

.

動
は
鋭
く
は
あ
っ
た
が
併
し
確

に
有
利
の
状
態
を
呈
し

…
て
居
る
。
原
料
及
び
食
料
の
代
償
が
下
落
す
れ
ば
、
生

産
費

の
低
下
を
楽
し
、
且
つ
敵
情
が
安
定
を
得
る
に
至

ら
ば
購
買
力
を
増
加
す

る
に
蓮
ひ
な
い
。
封
露
貿
易
に

謝
す

る
公
の
障
礙
も
今
や
次
第

に
解
除
ぜ
ら
れ
ん
ご
し

つ
＼
み

る
。
他
方

に
幹
.
、
、
英

吉
利

工
業

は
將
來

、
佛

…
燭
方
面

に
於

け
る
世
界
的
市
場

に
於
て
、
現
在

よ
り
も

.
激
烈

な
る
競
争

を
豫

想
せ

ね
ば

な
ら
粛
。

一
九

二
〇
年

の
初

め
に
在

り
て
は
.
英
吉
利

の
生
産

.

機
關

は
未

だ
全

活
動
を
開

始
す

る
に
至
ら
な

か

っ
た
が

第
十
三
雀

(第
三
號

一
四
三
)

四
三
七

!

「

.

.



雑

錫

戦
後
英
吉
利
の
縄
漸
状
態

そ
の
生
産
能
力
は
決
し
て

一
九

=
二
年
に
劣

っ
て
來
た

繹
で
は
な
い
。
但
し
生
産
量
は

一
九

一
三
年
に
比

べ
て

は
、
大
磯
低
下
し
て
居
る
。
或
方
面
で
は
、
そ
は

一
般

的
生
産
力
が
永
久
的
に
低
下
し
陀
謹
檬
だ
ε
育
ふ
も
の

が
あ

る
。
採
炭
業
に
於
て
は
そ
う
云
ふ
様
な
状
態
に
な

っ
て
居

る
こ
ご
は
既
に
述

べ
た
。
カ
レ
ド

ニ
ア
ン
鐵
道

會
砒

の
総
支
配
人
の
説

に
よ
る
ε
、

】
九
二
〇
年
の
輸

送
量
〔三
三
〇
百
萬
噸

〕は

一
九

ご
二
年

の
喩
迭
量

〔三

六
七
百
萬
顧
〕
に
劣

っ
て
居
る
が
、
従
業
員
は
却

っ
て

三
〇
%
多
く
必
要
に
な

っ
た
、
ε
の
こ
ご
で
あ
る
。
ウ
ィ

漕
ア
卿
も
機
械
工
業
に
於
け
る
生
産
額
が
制
限
せ
ら
れ

た
る
こ
.ご
を
力
強
く
藤
明
し
て
居
る
。

↓
般
的
生
産
力
減
退
の
原
因
を
明
か
に
説
明
す
る
こ

ご
は
、
縫
ひ
其
減
退
が
著

し
く
目
立

つ
場
合
に
あ
り
て

も
、
.不
可
能

で
あ
る
。
1

最
近

の
生
産

低
下

の
原

因

ご
し
て
は
、
販
路

の
梗
塞
も
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
。

鐵
　遺
の
沈
滞
も
屡

よ
聞
く
所
で
あ
る
。
ス
景
氣
の
矯
め

に
故
ら
就
業
時
間
を
短
縮
し
た
も
の
も
亦
少

か
ら
す

あ

る
Q一

九

=
二
年
以
來
多
撒
の
工
業
に
於
て
は
勢
働
時
澗

第
十
三
巻

(第
三
號

「
四
四
)

四
三
八

の
短
縮

が
行

は
れ
た
。-
臠

し
其
結
果

如
何
は
未

だ
不
明

で
あ

る
。
贋

格
及

び
生
産

の
調

節

に
閲
す

る
聯
合
及

び

協
定

は
成
立

し
て
、
今

や
確
實

に
貴

行

せ
ら

れ

つ
玉
あ

る
。

生
産
事
業

に
關
…す

る
勢
揃
}者

の
態

度
は
遂
℃
重
研
翼

な

る
も

の
ε
な

つ
π
。
雇

傭
及

び
工
業

管
理
に
關

す

る

周

題

、
#
び

に
政
治
問
題

に
至

る
ま

で
、
そ
の
色

調
を

帯

ぶ
.る
に
至

っ
た
。
多
数

の
勢
働
者

は
、
現
に
彼
等
が

.
働

き

つ
㌧
あ

る
制
度
よ
b
蓬

け
ら

れ
た
。
併

し
勢
働
組

合

の
聯
合
は
産

業

の
恢
復

に
概

し
て
竃
要
な

る
役

目

を

な
す

こ
ε

㌧
な

る
で
あ
ら

う
、

妥
協

の
飴
地

が
、次
第

に

獲
見

せ
ら

れ

つ
、
あ

る
か
ら
。
勢

働
状
態

に
聞

し
て
は

更

に
後

に
詳

述
す

る
で
あ

ら
う

。

輸
出
λ
及
び
貿
易
差
額

「

以
上
生
産

の
状
況
を
沈
…
べ
た
れ
ば
以
下
進

ん
で
貿
易

撒
呪
を
説
明
す
る
こ
ご
、
す
る
。
先
づ
戦
前

ε
の
投
下

蚕

沓

比
較
を
せ
ん
に
・
新
投
下
資
本
警

,
.・
ン
ド

ワ

・
ヂ

ョ

イ

ソ

ト

.
シ

チ

.
う

ド

.
-・、
ッ

ご

フ

ン

ド

銀

行一

…
の
公
表
す

。
所

に
よ
れ
ば
次

の
如

く
で
あ
る
。
・

資
本
投
下
統
計

(閏
〒位

千
蕩
)

騨

,
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ば888888.姿8國

、

外

画

一碧

、吾

O

】竃
δ
歪

男

£
8

塁

、き
〇

二
〇
δ
8

六
δ
8

一〇
δ
OO

一心
三
8

合曇

三

8

六
鎚

　三
〇

H一三
七
、内
O
O

矢

三
犬
8

一響

δ
8

茜
δ

00

ゼ三
、一δ
O

究

、六
8 計

野
外
投
資
歩
合

一 二 三 八
五 四 七 四 臨 一 掬 二

野
外
投
資

の
著
し
く
減
退
し
た
る

こ
ご
が
現
は
れ
て
居

る
。
併
し
そ
れ
は
恐
ら
く
は

一
時

的
現
象
に
止
ぎ
る
で
あ
ら
う
。
物
債
騰
貴
を
考
慮
す
れ

ば
、

一
九
二
〇
年
の
投
資
額
は
著
し
く

一
九

ご
二
年
よ

り
減
少
し
た
こ
ご
に
な
る
。
此
等
の
統
計
は
叉
、
株
式

配
當
の
資
本
振
替
が
増
加
.し
て
居
る
か
ら
、
十
分
な
る

信
用
を
以
て
利
用
し
難
き
も
の
で
あ
る
。
最
後
に

】
九
.
.

二
〇
年
に
於
け
る
資
本
投
下
の
減
少
は
注
意
す

べ
き
で

あ
.る
。

,

英
吉
利
諸
港
に
於
け
る
船
舶
の
出
入
も
、
劃
外
貿
易

の
趨
勢
を
知
る
べ
き

一
標
準
で
あ
る
。

英
吉
利
諸
藩
船
舶
出
入
表
(単
位
千
顧
)

雑
.
錬

戦
後
英
吉
利
の
経
済
肌
態
.

第 第 第 第
計 四 三 ニ 一

期 期 期 期

載
貨
入
港

載
貨
出
港

～

一

～

一

.

九

一
三
年

三

、(
薯

三
三
五
六

言
.、
二ぬ
六

三
、大
話

発

δ
糞

…
九

二

〇
年

ゼ
£
五
五

(
、九
呈

召

、
一死

釦
、
里

美

、五
、七

「
九

=
二
年

【近
、悪

二

層
、
西
三

一て
四
倉

一寸
、四
美

壱

、八
一(

一
九

二
〇
年

聖

里
七

八
、交
九

聖

胃曽=

カ
δ
　
=

　「六
、栗

乃

↓
九

=
二
年
に
於
け
る
輪
}迭
貨
物
は
、

一
九
二
〇
年

よ
b
も
多

か
っ
た

一
九

=
二
年
に
は
輸
出
貨
物
の
超

過
が
著
し
い
。
叉
同
年

に
は
載
貨
入
港
は
同
出
港

の
七

二
%
に
當

っ
て
居

っ
た
が
、

一
九
二
〇
年

に
は
両
者
殆

ご

一
致
し
て
居
る
。
之
は
石
炭
輸
出
の
減
退
に
よ
る
所

が
甚
だ
多

い
。

、

貨
物
輸
出
入
に
關
す

る

重
要

な

る
統
計
の
み
を
以

て
、
最
近
の
傾
向
を
示
ざ
ば
次
の
如
く
で
め
る
。

貨
物
輪
出
入
表
(単
位
百
萬
傍
)

喩

入

一
九
温

品窮

死
天

一
三
一六

兄

冗

「六　三

元
言

完
美

再
強

出一
6三一六

五
一…

純
輸
入

六
突

三
金

一異
七

一竺
四

英
産
品
楡
出

ヨ
量

r

五
9

君
突

;
冥

転
入
超
過;

雨蓋突
九

老
人

英
吉

利
製
品
輸

出
量

の
次
第

に
増

加
し

つ
、
あ

る
こ

第
十
三
巻

(第
三
號

一四
五
)

四
三
九

P

.

.

`



・

雑

鎌

戦
後
英
吉
利
の
経
済
状
態

ξ
、
並
び

に
輸

入
超
過

の
減
少

し

つ
、
あ
る

こ
ε
は
、

注
目
す

べ
き
事
柄

で
あ

る
。
現
在

は
、
周
園

の
状
況

の

甚
だ
困
難

な
b
し
.
一
九

一
八
年

に
比

し
て
、
大

に
改
善

せ
ら

れ
セ

8
吉

ふ

べ
き
で
あ

る
。
但

し

一
九

一
八
年
以
.

來

の
物
債
攣
動

は
考
慮

に
入

る

べ
.き
で
あ

る
。
次

の
表

は

【
九

一
三
年

の
戦
前

償
幣

に
て
、

一
九

二
〇
年

の
貿

易

を
表

示
し
た
も

の
で
あ

る
か
ら
、
現
歌

を
痴

る
に
は

更

に
適
切
で
あ

る
。

・一九
=
[一年
の
償
格
に
て
表
示
じ
た
る

一九

=
O
年
の
貿
易
(単
位
百
萬
傍
)

品

目

一
食
料
品
、
飲
料
品

、煙
草
等

二
原

料

そ
の
申

い
石

炭

1

ろ
原

棉

杢

匡
鐵
以
外

の
原
鑛

三

三
製

品

、

一≦

そ
の
中

い
齪
-鋼
、
及
び
其
製
品

宍

ろ
鐵
以
外
の
金
鵬
及
び
其
製
品

=
=

lll/
豊 里 隼 ・丑

三八
【四
四八 七

づ1
E四

国
二 五_温

一
七一

　=
穴

一 四
五 〇

第
十
三
巻

(
第
三
號

【
四
六
)

四
四

〇

に
金
物
及
び
双
物

ド
機

械

ほ
棉
統
及

び
綿
製
品

へ
毛
統
及
び
茸
(製
肩叩

ご
運

搬

用

具

穂

計

此

統

計

に

よ

れ

ば

、

れ

ば

一

五

　
.

内

六

七

一

九

四
『

五
一

三

[ハ老

五
八
O

ゼ
　薦

三
六

耳
六

一「六
五
西

蔵[「里念写
四

「
一具

　蒼

】
九

=
二
年
の
償
格

に
換
算
す

一
九
二
〇
年
に
於
て
は

　
九

=
二
年
に
比

べ
て

純
輸

入
は

一
二
%
、
英
品
の
輸
出
は
三
六
%
、
何
れ
も

減
少
し
て
居
る
。

一
九
二

…
年
の
初
め
の
ニ
ケ
月
間
の

貿
易
は
、
不
景
気
.の
織
綾
及
び
櫃
大
の
結
果
、

】
九
二

〇
年
に
比

べ
て
更

に
沈
滞
の
歌
を
呈
し
セ
。
只
今
迄
の

状
態
じ
於
て
は

㎝
九

=
二
年
の
黙
態
を
恢
復
す

る
の
徴

候
は
未
だ
顯
は
れ
て
居
な

い
。
石
炭
輸
出

の
事
情

に
攣

化
を
来
し
左
こ
ご
は
、
そ
の
主
た
る
原
因
で
あ
る
。
、

休
職
以
來
掛
外
貿
易

に
於
て
は
、
戦
前

の
販
路
を
恢

復
せ
ん
ご
し
つ
」
あ
る
傾
向
が
あ
る
o
併
し
そ
れ
を
恢

復
す
る
に
は
非
常
な
故
障
の
あ
る
の
も
事
實

で
あ
る
。

露
西
亜
や
、
濁
逸
や
、
文
典
同
盟
国
を
除

い
て
は
、
近
接

の
市
場
は
、

一
九

=
二
年
よ
b
も
英
吉
利
輸
出
品
を
多

く
需
要
し
て
居
る
。
併
し
乍
ら
、
此
等
地
方

へ
の
輸
出

.



、

'

＼
、

割
合

は
他

の
地

方

に
比

べ
て
は
次
第

に
低
下
し

つ
＼
あ

る
。
次
表

は
そ
の
大
勢
を
明

か
な
ら

し
む

る
に
足

る

で

あ
ら
う
。
.

各
市
塙
に
封
ず
る
輸
出
割
合

中
南.合亜 翻 極 麗 懸 馨 敵 中彊

弗 及 及 及 國 ぴ兼備 羅 藩 立翫

米 国 加 近 東 蘭 欧響 園 圃 羅.九
巴 一

一 五 七 八 湘 四E _.八 九 二

亀 夫 占 心 心 三 壱 二 央 忘 年

一
九

一
九
年

一
九
二
〇
年

ー

ー
ー

第

三
期

一亨

五

瓦
6

犬

・耳

(
・
耳

(
・
大

高
⊥

　
・
(

四
・
五

閏
ん

六
⊥
(
.

第

四

期
天
二

÷
五

　
　「・五

=

・九
.

一〇
壱

八
三

胃ズ五
6

五
二

六
丘

第

一
期

一
六
三

一
・
へ
.

　三
ん

九
ん

一
一丁
四

七
・
ゼ

四
直

六
。
四

七
二

七
直

弟
二
期

三
豊

二
・
O

署

西
九
西

一圏
蓋

車

む

{↑
四

六
.九

六
・
巳

八
色

現
在

に
於
け

る
顕
著
な

る

一
事
象
は
、
合
衆
国

よ

り

購
買
す

る
こ
ε
の
甚

だ
多

く
し
て
、
萱

込
む

こ
ε
の
甚

だ
少

き

こ
馳ご
で
あ

る
。
獅
逸

ビ
の
貿
易

は
極

め
て
除

々

に
恢
復

し

つ
」
あ

る
。
露
西
亜

ε
は
全
く
杜
繕

し
て
居

.

る
。一

九

二
〇
年

に
於

け

る
英
士
口
利

…対
外
「貿

易

の
差

額

は

雑

録

職
後
英
吉
利
の
縄
濟
状
態

正
確

に
之
.を
表

示
す

る
こ
ご
が
出

來
る
。
貨

物

の
鹸
野
人

超
過

は
三
億
七

千
八
百
萬
膀

で
め

る
。
其
他

の
項
目

に

翻

す

る
官
憲

の
計

数
は
、
次

の
如
く

で
あ

る
。

貨

幣

及

び

地

金

銀

の
熱

田

超

過

・
:

・

局

外

投

資

の

仙祀

所

得
∵
・
・
:

:

:

…

海

運

牧

人

・
:

・
.・
…

:

:

:

:

:

銀

行

保

隙

其

他

・
:

…

:

:

・
・

:

・
■

・

四
　看

蕩

三
〇

三
四
〇

四
〇

茜
旦

貨
物
輪
入
超
遍
:

老
入

総
差
額
・:

・・
:
:
:
:
・:
:

・:
・・:
:
・:
・:
・
芙
五

英
吉
利

は
合
衆

国
よ
り

の
負
債

に
謝

し

て
は
未

だ
何

等

の
利
子

を
支
佛

は
す
、

又
そ

の
掛
外

貸
附

に
就

い
て

未

だ
何
等
受
領
す

る
所

が
な

い
。

一
九

二
〇
年
は

一
九
・

一
三
年
以
來

、
貿

易
差

額

が
有
利

虐
な

っ
た
最
初

の
年

で
あ

る
。

封

外

篇

替

掛

外
貿
易

に
就

い
て
上
述

の
如
き
事
實
を
説

明
す

れ

ば
、
劃

外
粛
啓

に
關

し
て
は
更

に
多
く
を
述

ぶ
る

の
必

要

は
な

い
。

弗
傍

爲
替
牽

は
依
然

ざ
し
て
居

る
。

そ
は

蕾

に
英
吉
利

の
事
情
を
反
映

し
て
居

る

の
み
な

ら
す

、

.

欧
洲
大

陸
全

般

の
事
情
を

反
…封
に
表
は
し
て
居

る
。
硝

第
十
三
巻

(第
三
號

一
四
七
ド

四
四

「

tBourdofTradejournal,∫an.19x1

魎

』

「



雑

録

職
後
英
吉
利
の
経
演
状
態

・に
於
け

る
割
引
歩

合

は
、

一
九

二
〇
年
十

一
月

に
最

高

、黙

(三
三
%

一
に
窪

し
セ
。
併

し
二

一
年

の
二
月

に
は

二

山
%

に
下

っ
た
。
中

立
國

ξ
の
総
督
歩
合

は
、
不
規

則

な

る
攣

動
を
見

せ
た
が
、多

少
英
吉
利

に
有

利
で
あ

る
。

隊
洲

の
聯
合

国
及
び
激
國

の
貨
幣

は
、
英
貨

の
換
算

に

於

て
は
下
落

し
た
。

次
表

は
爲
替
状
態

を
表

示
す

る
も

の
で
あ

る
。

硝
に
拠
算
せ
ら
る
、
甜
國
貨
幣

国

名

卒

倒

+
一肌議

同
霊

園

「
.

ア

ム

ス
ア

ル
グ

ム
三
F

δ

=
西
六

マ
ド

叩
ソ
ド
.

　希

=
=
c

　
茎

　

肌

G

ベ

ル

ン

二
五
」

】三
一

三
・
惣
「

"

1ー

ス

チ

ア

ニ
ア

天
K

只
ぬ

ス

ト

ッ

ク

ホ

ル

ム

一(
忍

「
六

エ

コ

ペ

ン

ハ
ー

ゲ

ン

ズ
K

=
八

方
肩
肱

.

四気

乗

⇒
聯
合
側
及
び
敵
側

ー

フ
ヲ

ン
λ

「}

;
。

ニ

リ
.

『

三
「
。

ベ
ル
ヂ

ウ

ム

誌

三
「
。

ア

ゼ

ン
ス

=話

二

C

=亨
奎

一で

九
〇

二
皿
・量

冗
冗
牢

死
㎜[吊

元
三
疏

+
】月
+
画

く
月
二+
回

一
一月+
百

】
0
・
三

一力
・
肉
牛

三

・
二

死

・
(
O

.

天

・
合

百

.容

杢

・吾

一
〇
・　…(

一「六
二
〇

二
.二
温

茜

二
〇

耳

近
〇

一面
・
五
〇

四
一
・晃

吾

西
(

五
?
三

七
四
・二
〇

四
?

四
目

署

先
0

=
五
・六
　

訂=
・
四
〇

=
・
冠

毛

・奎

三

・四
〇

呂
丁
…言

岩

西
四

一亨

美

男

・吾

茜

・憂

】〇六
三
五

聖

三

・昔

話

三
E

第
+
.三
巻

ド

イ
ツ

ヴ

イ

エ
ナ

　

み

三
極

策

マ
ド

ラ

ス

横

溢財

(第

三
號

し

え

「δ
癖

翌
P

二
四K

O
=

政==
5,5.

幽'一d

.

一
四
八
)

四
四
二

一
念

.

山〔至

・
.

一
三

。

一三
〇
・

二
。四

丁
/

一画

昌
λ
指

一一壱

一
一点

本
論
交

の
目
的
内

に
於

て
は
、
英
吉

利
の
財
政

を
適

.
嘗
に
記
述

す

る

こ
ε
は
不

可
能

で
あ

る
。
併

し
、
産

業

状

態
を
測

定
す

る
に
は
、
或
範
園
迄

、
財
政

の
状
態

を

一
瞥
し
て
貴

く
必
要

が
あ

る
。
少
く

ε
も
歳

人

ご
歳

出

一
ε
は
看
過
出

來
な

い
。

一
九

一
九
一

二
〇
年
の
歳
入
歳
出
は
次
の
如
く
で

め

る

。

百
萬
砺

歳

入

一
、量
九

歳

出

一
、六
盗

不

足

…三
六

一
九

二
〇
一

二

一、年

は

百
萬
砺

歳

入

一、四
天

歳

出

一、一食

推
定
残

二茜

.

右

の
計
敷

に
就

い
て
は
、
多

少

の
説

明
.が
必
要

で
あ

る
。
先

づ
右

の
歳
入

に
は
三
億

一
千

一
百
萬
碑

の
特
.別

英貨に換艀 ぜ ろ慣絡

「



吹
入
例

へ
ば
聯
合
国

へ
の
政
府
供
給
目附
の
代
償
が
含

ま

れ
て
居
り
、
第
二
に
歳
出

に
ば
三
億
四
千
五
百
萬
膀
の

国
債
支
彿
が
含
ま
れ
て
居
り
、
第
三

に
右
の
計
数
は
今

日
迄
の
所
通
常

に
確
定
せ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
四
月

一
日
よ
り
一
二

年
三
月
十
九
日
に
至

る
年
度
會
計
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
.

む
　
　

　
　
あ

総
支
出

お
会

牧

人

三
音

十
二
月
残

七
.

再
支
溜

.

一「箏

計

三
莞

計

δ
究

.

一
九
二
〇
年
に
至

っ
て

一
九

=
二
年
以
來
初
め
て
歳

入
ε
歳
出
ε
が
適
合
す
る
に
至
っ
た
。
国
債
総
額
は

一

九

一
.四
年
八
月

一
日
七
億

一
千

一
百
萬
傍
で
あ

っ
た
が

】
九

一
九
年
十
二
月

に
は
八
十
億
七
千
九
百
萬
確
…に
増

加
し
た
。
其
後
二
億
傍
程
の
償
却
が
出
京
て
、

　
九
二

一
年

一
月
十
五
日
は
七
十
八
億

一
千
七
百
萬
傍

ε
な

っ

た
。
併
し
流
動
公
債
は
㈲
増
加
を
続
け
て
居
る
。
休
戦

當
時
そ
れ
は
十
四
億
六
千
四
百
萬
硝
で
あ

っ
π
が
、
其

後

　
時
、
十

二
億
七
千
九
百
萬
膀
.に
下
り
、

一
九
二

一

年

一
月
十
五
日
に
は
叉
十
五
億
七
千
萬
携
`
な

っ
た
。

雑

繰

職
後
英
畜
利
の
経
済
状
態
.

英
吉
利
も
縦

ひ
小
規
模
な
が
ら
国
債
減
却
方
法
を
備

へ

ね
ば
な
ら

兎
献
態
こ
な

っ
た
。
從

っ
て
當
然
租
税
重
課

の
継
続

は
免

れ
ま
い
。
外
国
債
の
利
率
問
題

は
今
尚
未

.

定

の
歯
賦
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
以
後
に
な
れ
ば
、
歳
出

の
減
少
が
期
待
ぜ
ら
れ
て
居

る
が
、
併
し
豫
見
し
得
ざ

る
要
求
は
常

に
国
費
の
増
額
を
齎
す
傾
向
が
め
る
。

.

通
貨
牧
縮
の

問
題
は
圭

に
政
府
紙
幣

(
∩
年
「自
鼻

口
9
∩ω
)
の
獲
行
を
中
心

ご
し
て

論

ぜ
ら
れ
て
居

っ
た
。

一
八
四
四
年

の

銀
行
條
例
は
戦
時
中

も

停
止
せ
ら
れ

な
か
っ
た
。併
し
通
貨
は

一
九

一
四
年
の
「
政
府
紙
幣
及

び
銀
行
券
條
例
」
に
基
づ
く
政
府
紙
幣
及
び
獲
行
證
券

(∩
Φ「
ま
。
器

巴

の
獲
行
に
よ
b
て
膨
張
し
π
。
此
新

形
式
の
通
貨

(政
府
紙
幣
)
は

一
膀

ご
十
志
の
名
樽
の

も
の
で
あ
る
。
其
獲
行
額
は
英
蘭
銀
行
の
貸
借
対
照
表

土

に
、
英
聞
銀
行
券
ξ
同
様

に
表
示
せ
ら
れ
て
居
る
。

そ
れ
は
叉
他
の
銀
行
の
支
携
準
備

ε
し
て
計
算
せ
ら
れ

肚
債
及
び
小
切
手
の
増
加
.を
齎
ら
し
た
。
國
庫
は
此
種

通
貨
に
封
ず

る
特
別
準
備
金
ε
し
て
二
千
八
百
五
十
萬

傍
の
金

を
保
有
し
て
居
る
。
銀
行
券
、
政
府
紙
幣
、
獲

行
證
券

の
流
通
額
は
次
の
如
し
。

第
†
三
巻

(第
三
號

一
四
九
)

四
四
三

(



韓

錬

戦
後
英
吉
利
の
縄
濟
状
態

一ル
三
年

「空
(牢

死
兀
年

一を
一〇牢

死
三
年

十
二
月

+
二
月

.

†二月十一月月+言百萬硝百聞研百萬切首高階百冊傍英蘭銀行券一死・大覚・二(亨四一天西一免・八政府紙幣及び磯ーユ量・甚六・老手　[吾・行誰券昨年中は政府紙幣の増加はなかった。通貨牧縮に關する敬策は、そが産業の生産力」に直接關係あるが爲め、周到なる注意を以て立てなければならの。その第一歩たる歳入出の適合及び国債募集の打切りは、實行せちれて成功した様である。併し財政の均衡は、内政外交の問題が財政に大なる負櫓を課するこεなき方法によりて解決せられて、初めて維持し得る所である。物債は漸(下落し始めた・、か(て持纏的財敏案も確立し得るであらう。併し政治上縄濟上重大なる事蟹によりて、現在の不景氣が更に甚だしきを加ふるこごあらば、それも六かしいこε、なる。昨秋デヴィス激授が公にしたる意見は、今何遍當なる見解πるを失はない。漱授曰く、「全般より見れば、英吉利は信用ゾ}通貨の膨張を制限するに於ても、公債を償却するに於ても、成功を牧むるに適當なる牧縮政策を立つ

第
+
三
巻

〔第
三
號
.
一
五
〇
)

四
四
四

る
に
都
合

よ
き
状
態

に
あ

る
も

の

ε
云
ひ
得

る
、
併

し

　

事
態
は
今
侮
重
大
な
る
危
機
を
脱
し
て
み
な
い
、
」
ε
。

物

償

　

　

卸
費
物
贋
の
攣
動
は
次
の
如
く
で
め
っ
た
。

月

末

一湘
一
八
、
=

一九
一
九
、
載

同

、
九

.

冗
二R

凪

同

£

同

、
=

、

同

、
三

晃
三
、
二

穀
物

及

び
肉

類.一8【8三
(

=
七

=
ゼ

=
五

乙
四

宝

其

他

の

食

物δ
0

・
一8δ

凹
=
六

=
九

=

一

一呈九
〇

織
物

一〇
〇

杢苔
七

=
二

三
(

完売五
六

鑛
物

一
〇
〇茜

一
=
八

三
く

西
皿

三
九

三
四

二
六

其
他

早
場

春
植=uO

「8

窪

空

箸

δ
六

=
一呂

一三
四

=
〇

三
【昂

突

一実

湘
=
.

窒

.

(
乱

(
ミ

レ
ー

バ
ア
・
ガ

セ
ッ

ド
の
生
活
費

に
關
す

る
指

数
は
、

一
九

一
四
年

よ
b
も

増
昂
準
を
示

し
て
居

る
。

}
九

二

〇

年

一
月

・
・
:

:

同

四

月
.

…

:

同

七

月
.

・

:

・

.

同

十

]
月

・
…

-
・

同

十

二

月

:

・
…

一
九

㎝
=

年

一
月

・
:

:

・

伺

二
月

.
,
,
.
.
.

.

…

:

:

:

一
二

五

.

:

・
・
:

:

・

=

二

二

・
・
…

:

…

:

「
五

二.

:

:

・
:

:

:

一
七

⊥
ハ

…

:

…

:

・
・

一
山
八
九

;

・
…

:

・
:

一
山
八
五

.

.

.

.

.

.
:

:

.

.

一
玉

一
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同

三
月
:
.ト
:
・:
・・
.・
.
…
山
四
「

卸
蜜
代
償
の
措
敷
は

一
九
二
〇
年
五
月
以
来
明
か
に

下
落
の
傾
向
を
示
し
た
。
特
に
織
物
ピ
食
料
ざ
に
於

い

て
著
し
い
。
賃
金
牧
得
者
が
最
も
利
害
關
係
を
威
す
る

生
活
費
は
、

一
九
二
〇
年
十

一
月
迄
は
昂
騰
の
径
路
を

辿
b
、
爾
後
下
降

し
始
め
た
。

勢

働

事

情

産
業
恢
復
の
経
過
は
、
今
や
注
目
の
中
心

蓬
な
り

っ

』

あ
る
所
の
勢
働
問
題
の
解
決
如
何
に
よ
b
て
、
著
し

く
影
響
せ
ら

る

N

で

あ
ら
ケ
。
休
戦
後

一
九
二
〇
年

の
秋
に
至
る
ま
で
は
、
雇
傭
歌
態
は
安
定
を
得
て
居

っ

た
。
賃
金
も

一
般
的
に
は
生
活
費
の
騰
貴

ご
歩
調
を
共

.
に
し
て
居

っ
た
。
併
し
、三

つ
の
重
大
な
ゐ
同
盟
罷
工
が

休
戦
後
に
起

つ
た
。
賃
金
問
題
に
就

い
て
起
b
た
る
鐵

道
徒
事
員
の
罷
工
ε
製
鋼
業
勢
働
者
の
罷
工
、
及
び
採

炭
業
に
於
け
る
利
潤
の
私
有
に
反
射
し
て
起
り
た
る
坑

夫
の
罷
工
ざ
が
、
そ
れ
で
あ
る
。失
職
の
問
題

は
今
や

　

世
の
視
聴
を
惹
く
に
至

っ
た
。
不
景
氣

の
加
は
る
ε
共

に
、
解
雇
に
封
ず

る
反
謝
は
喧
し
く
な

っ
た
。
組
織
的
産

業
に
於
け
る
失
職

に
し
て
、
官
憲
に
報
告
せ
ら
れ
π
る

雌
}
録

戦
後
英
吉
利
の
脛
潴
聯
肌態

数
は
次
の
如
き
割
合
で
あ
っ
て
与
之
れ
ば
従
事
者
総
数

凡
そ
百
五
十
萬
人
程
に
當
嵌
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

年

月

一
空

目
:

・
:

一
力
西

・
:

刃

蓋

:

;

一
空

穴
…

兄

署

・
:

・

東

天

・
・
;

兄

兄

、
一
・

同

、
五
:

・

」

、
」

胆

訓
.
.
.

此
外
、

職

統

計

失
職

歩

合

:

:
:

一「二
一;一　二

・

?

四

・

O
.
穴

・

0
・
(

・

二
西

・

　三一
夫

年

月

元

二
〇
ρ

・
・

同

聲

:

…

同

、
九

・

同

』

0
・
・

同

、
二

・
・

同

、
一
〒

・

乖

「=

、
一

・
・

同

、
二

・
・

失
職
歩
合

…

÷
湘

;

:

・

一
・
「

・
:

:

二
・
晶

.

.

.
堀

翌

・

:

・
:

百
一
壱

.
一

.

・
,

.

六

.
O

・
:

六

・
九

…

八
・
五

暑
採
炭
業
な
含
ま
す

最
近

の
敷

ケ
月

に
は
、
就
業
時
間

短
縮

が
麿

,

く
行

は
る

}
に
至

つ
π

こ
ビ
が
著

し

い
特
徴

で
あ

る
。

、

一
九

二

一
年

二
月

に
は
、
失
職

の
蠍

擬
も

大

に
し
て
、

一
九
〇
入
1

0
九
年
以
来
に
於
け
る
最
大

の
も

の
で

あ

る
。
新

に
制
定

せ
ら
れ
た

る
失
職
保
険

法
は
保

険
界

に
.非
常

に
廣
く
行

は

る
》
に
至

っ
た

、
該

法
の
適

用
を

受
く

る
も

の
、
推

算

に
よ
れ
ば

、

「
千
二

百
萬
人

に
及

ぶ
ε
云

ふ
。
男

工

に
劃
す

る
週
給
は
十
五

志

(戦
前

の

大

志

の
贋

)
に
上

つ
陀
。
「
失
職

に
關
す

る
勢
.働

報
出
口」

第

十
三
巻

〔第

三
號

一
五

一
)

四
四
五

'

」

咀
.



■

薙
.
録

戦
後
英
吉
利
の
経
済
状
態

〔8
悪
ミ

㍗
慧
ミ

ミ

專

ミ
電
脳蝿
ミ
§
5

は
、
有
.配
偶
者

に
は
四

〇
志
、
凋
身
者

に
は

二
五

志
を
要

求

し
て
居

る
。

失
職

は
耐

曾
全
般

の
禍

患

た
る
に
至
b

、
而
も
街
減
少

の
.傾
向

は
顯
は
れ

て
來
な

い
。

然

る
に
賃

金
切
ゆ
下
げ

の
爲

め
の
組
織
的
運
動

が
、

洗

蒔

に
開
始
せ
ら

れ
仁
。
雇
主

同
盟
は
二

つ
の
理
由

に

よ
り
値

下
げ
を
主
張

し
て
居

る
。
其

一
は
、
生
活
費

が

低
下

の
傾
向
を
示

し
來

つ
た
、

巴
云

ふ
に
あ

る
。
其

二

は
、
大
陸
ご
競
争
す

る
が
爲
め
に
は
「

事
業
の
織
綾

に
必
要
な
る
だ
け
の
注
文
を
得

る
が
矯
め
に
は
i

生

、
産
養

を
低
減

せ
し
む

る
必
要
が
あ

る
、
ご
云
ふ

に
あ

る
。

此
等

の
論

難

に
封

し
て
、
勢
働
者
團
禮

の
首

領
連
は
反

謝
し
て
居

る
。

ク
ラ
イ

ン
ス

(捧

・
嵩
o昌
こ

・
閃
・
Ω
団
ー

口
留
"
竃
.
勺
↓

は
勢
働
組
合

に
於

け

る
寧

ろ
穏
和
振

の

.

代
表
的
意
見

ε
し

て
v
次

の
如

く
述

べ
て
居

る
。

「
私
は
、

一
般
賃

金
の
引

下
げ

が
物
償

の
引
下

げ
を

確
實
な
ら

し
む

る
目
的

を
以

て
な

さ
る

Σ
の
で
め

る

な
ら
ば
、
勢
働
者

は
必
ず

し
も
、
を

の
提
議

を
無

下

に

拒
絶
す

る
も
の
で
は
な

い
、
ε
云

ふ
に
睡
　躇

し
な

い
。

載

る
個

々
の
場

合

に
め
り

て
は
、
勢
働
者

ご
雇

主

ε

第
十
三
巻

(第
三
號

一五
二
)

四
四
六

の
代
表

者
間

の
協

定

に
よ
り
て
、
賃

金

の
引

下
を
行

う
て
も

差
聞

へ
は
な

い
。
併

し

一
般
政

策

の
問
題

こ

し
て
は
、
國
長
囲
艦

に
よ
り
て
、
若

し
く
は
責
任

あ

る
行
政
官

に
よ
b
て
、
行
動

せ

る
團
鎧

は
、賃

金

の
引

下
げ

に
同
意

す

べ
き

で
.は
な

い
。

…
…
利
潤

ε
高

き

給
料

ε
高
き
賃

金

ご
を

同
時

に
引
下

げ

ん
ε
す

乃
結

合

的
運
動

に
謝

し
て
は
、
寧

ろ
盛

に
論

ぜ
ら
る

べ
き

で
あ

る
。」

彼

の
見
解

に
よ
れ
ば
、

か

Σ
る
政
策

に
關

し
て
は

、

.

完

全
な

る
権
能

を
有
す

る
聯
合
産
業

會
が
最
適
任
者

で

あ

る
癒
し
て
居

る
ら

し

い
。

一
.九

二
〇
年
末

に
至

る
迄

は
、

工
業
の
利
潤
が
多

か

っ
た
の
は
疑

な
き
所

究
め

る
。

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
所
載

の
、
三

百
以
上

の
大
企

業
に
關
す

る
各
週
損
益

謙
算

に

.

よ

れ
ば
、

一
九
二

〇
年

の
利

潤
は

一
九

一
九
年

に
比

し

て
、
孕

均
三

二
⊥
ハ
%
増

加
し
て
居

る
こ
ざ
が
現
は

れ
て

居

る
。
.併

し
此

数
字

に
は
、
不
景
氣

の
甚

だ
し
く
な

つ

セ

こ
ε
も
、

工
業
利
潤

に
劉

す
る
課
税

の
重

き

こ
ε
も

隠

れ

て
居

お
。

英
右
利

の
跡
働
者

は
、
生
悟
標
準

が
戦

前

の
欺

態

に

L

「



、

引

下
げ
ら

る

、
こ
ε
を
承
諾
す

る
迄

に
は
、

↓
戦

を
試

み
る
で
あ
ら

う
。
勢
働
者

の
各
階
級

の
間

に
は
、
戦
前

の
富

の
分
配

は
不

當

で
あ

っ
セ
、
蓬
云

ふ
信

念

が
、
廣

一
行

き
渡

っ
て
居

る
。
恐
ら

一
は
、
街
、
場
當
り
的
政

策

が
行
は
れ

て
こ
の
信
念

を
盆

玉
眼

か
ら

し
む

る
で
あ

ら
う
。
炭
坑

に
於

て
も
、
鐵
道

に
於

て
も

、
賃
金

引
下

げ

の
交
渉

は
、
恐

ら
く
は
、
何
鯨

か
の
形

式

に
於
け

る

国
家

管
理
を

要
求
す

る
こ
ε

》
な

っ
て
解
決

せ
ら
.る

》

で
あ
ら
う
。

現
在

の
不
景

気
が
失
職

`
共

に

こ
の
夏
を

麗

で
伺
縷
綾
す

る
曉

に
は
、
賃
金
は
引
下
げ
ら

る
》

の

外
な

(
、

之

に
よ
.り

て
、
輸

出

品

の
代

償
を
更

に
下

露
す

る
こ
ε
を
可
能
な
ら

し
む

る
で
あ

ら
う

。
そ

の
場

.合

に
至
り
て
は
、
雇
主
が
勢
働
組
合

だ
交
渉
す

る
に
方

り

、
非
常

に
淡
白

公
正
な

る
態
度
を

ε
り

、
利
潤
引

下

げ
を
承
諾
す

る
に
非

ら
ざ

れ
ば
、
産
業
上

の
重
大
な

る
.
.

騒
動

を
惹
起
す

に
至

る

べ
き
こ
`
、
殆

ご
確
實

で
あ

る
。

若
し
不
景
気
が
終
る
な
ら
ば
、
1

不
景
氣
が
織
綾
す

乃
か
終
る
か
に
は
、
敵
国
賠
償
問
題
の
決
定
が
重
大
な

る
關
係
を
育

つ
の
で
あ
る
が
一

賃
金
引
下
げ
の
刻
下

の
必
要

は
避

け
る

れ

る
こ
芭

}
な

る
。
苦

心
叉
そ

の

ε

雑

録

戦
後
英
吉
利
の
樫
濟
状
態

き

に
至
b
、
巌

ケ
月

以
内

に
、
生
活
費

が
引
続

き
低
下

す

れ
ば
、
賃

金
を
調
節

し
て
引

下
ぐ

る
に
最

も
都

合
が

良
く

な
る
で
あ
ら

う
。

　
九

一
二

年

の
初

め
よ
り
、
生

活
費

が
明
か

に
低
下

し
始

め
た

こ
ε
は
、

こ
れ
に
就

て

は
只

[
っ
の
都
合

よ
き
事
柄

で
あ
る
..
何
人
も
戦

時
中

の
賃
金
は
結
局
引

下
げ
ら

る

べ
き
も

の
で
あ

る
ε
云
ふ

に
就

い
て
は
疑

ふ
も

の
が
な

い
の
だ

か
ら

。

賃
金
引

下
げ
問
題

の
背
後
に

は
、
国
庫
の
問
題
が
潜

在
し

て
居

る

.
国
庫
は
流
通
公
債

ご
政
府

紙
幣

ご
を
減

縮
せ

ん
が
爲

め
に
、
あ
ら

ゆ
る
好

機
會
を

利
用

せ
ん
ε

し
て
居

る
。
併

し
、
歳

入
出

が
如
何

に
頁

に
適
合

せ
る

場

合

で
も

、
国
庫

は
通
貨
牧
縮

に
就

い
て
決
定
的

の
力

を
有
す

る
も
の
で
は
な

い
。
物
徴

の
下
落

な

る
も

の
は

生
産

の
増

加

に
よ

る
か
、
輸
入
食
料
及

び
原
料

の
代
.償

の
下
落

に
よ
る
か
、
若

し
く
は
海
外

の
競
争

に
よ
b

て

利
潤

叉
は
賃
金
或

は
そ
の
両

者

の
減

少

に
よ

る
か
、

そ

の
何
れ

か
に
よ
ら

ね
ば
起

ら
な

い
。
目
下

物
僧
下
落

の

傾
向

が
見

ゆ
る
の
は
、
此

等

の
諸
原

因
に
由

る

の
で
あ

る
。
物

償
下
落

が

こ
の
程

度
迄
甦

む

か
、

そ
れ
が
特

獲

的

の
も

の
が
、
秩
序

的

の
も

の
か
、
.
は
今

金
(
判

明
も

第
十
三
巻
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三
號
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錐

錺

職
後
英
吉
利
の
纒
濟
状
態

、

.

な

い
が
、

ε
も
か
く
既

に
現
實

に
下
落

し
始

め
π
は
確

で
あ

る
軌
逼
貨
牧
縮

政
策

に
閲

し
て
は

、
一分
.働
組
合

の

協
定
及

び
兵
力

が
非
常

に
重
要

で
あ

る
。
何

ε
な

れ
ば

結
局
賃
金

が
下
落

し
な
け

れ
ば

、
国
庫

に
於

て
も
金

本

位
制
を

十
分

に
確

立

し
得

る
程

に
物
償

が
下
落
し
な

い

の
だ
か
ら
。

然

る
に
賃
金
引

下
げ
問
題

は
甚

だ
面
倒

な

も

の
で
、
且

つ
失
職
問
題
も
甚

だ
重
大

ε
な

っ
て
居

る

、
か
ら

、
現
政
府
も
金
本
位

制
を
依
復
す

る
の
は
容
易

な

業
で
は
な

い
こ
ε
が
分
る
で
あ
ら
う
b

勢
働
者
中
亘心
の

政
府

が
次

に
顧

れ
、來

る

こ
ε
は
明
で
あ
る
。
併

し
此
一庭

で
は
豫
想
を

ば
書

か

濾
こ
ξ
に
し
や
う
。

本
論

起
草

の
後
、
英
政
府
は
採
炭
業

に
…封
ず

る
財

政

管
理

の
廃
止

を
決
定
す

る
の
態
度
を
決

め
た
。
目
下

の

、

庭

、
政
府

ε
炭
坑
主

、坑

夫

`
の
間

に
、
協

定
を
見
出

す

べ
き
交
渉

は
、
二

つ
の
理
由

に
よ
り
不
調

に
終

つ
陀
。
其

理
由

の

】
は
、
坑
夫
側

は
国
民

的
基
礎

に
よ

っ
て
賃

金

を
定

め

る
こ

ε
、
井

ぴ

に
現
行

の
如

き
国
定

標
準

を
存

在

せ
し
む

る
こ
ε
、
を
要
求

し
π

こ
ε
で
あ

る
。
其

二

は
、
採

炭
業

の
利
潤

は
全

国
を
通
じ
て

一
つ
の
國
家

的

聯

合
に
之
を
収

め
、

そ
れ

に
よ
り

て
利
益
少

き
炭
坑

も

第

十
三
巻

〔第

三
號

一
五
四
)

四
四
入

一
般

賃
金

率

の
支

挽
を

可
能

な
ら

し

め
、
且

つ
利
潤

に
.

も
何

等

か
の
標
準
を
設
け

る

こ
巴
を
強
要
し

た
か
ら

で

あ

る
。
坑

夫
側

の
要
求

は
、
最
初

は
、
産

業
組
織

の
攣

化

に
關
す

る

一
般
的
計
劃

を
遂
行

せ

ん
ξ
す

る
希

望

よ

b
出
た

の
で

は
な

い
の

目
下

の
腱

で
は
、
炭
坑

國
有

ご

云

ふ
こ
ε
が

、
そ

の
背

景
を
な

し
て
居

る
の
で

あ
る
。

坑

夫
側

の
立

場
は
、
實
際

、
採
炭
業

に
於
け

る
莫
大

な

る
利
潤

に
反

封

し
て
居

る
の
で
あ
る
。

近
き
中

に
何
等
か
の
協
定
が
1

多
分
そ
れ
は
妥
協

ε
な
ら
う
が
1

成
立
し
な
け
れ
ば
、
三
角
同
盟

の
他

の
成

員
π

る
鐵
道

従
事
員
及
び
運
鹸
…勢
勧
馴者
　の
㎜能
工
が

緩

い
て
起

る
か
も
知

れ
ぬ
。

三
角
同
盟

の
罷

工
が
起
ら

ば
、
英
吉
利

の
産
業

は
幾

許
も

な
く
し
て
活
動

を
停
止

せ
ら

る

》
で
あ
ら
う
。
政
府

に
於

て
は
危
急

状
態

の
虜

置
を
な
す
以

上

に
爲
す

べ
き
所

が
あ

ら
ね
ば

な
ら

訟
。

か

・
る
罷

工
が
起
ら
ば
、
何

れ

σ
當
事
者
も
、
勝
利

に
よ

b
て
直
接

に
得

べ
き
利
益

よ
り

も
、
寧

ろ
人
な

る
損
害

を
受
く

べ
き
地
位

に
立

ち
至

る
で
あ
ら
う
。
.而

も
其
結

果

`
し
て
は
、
直
接

の
科
盆

も
生
ず

る
ε
は
考

へ
ら
れ

な

い
。
併

し
同
盟

の
罷

工
は
起

る
か
も
知

れ
な

い
。
若

"

,



【

一

し
果
し
て
起
ら
ば
、
そ
の
最
小
の
結
果
だ
け
を
見
て
も

英
吉
利
産
業

の
恢
復
を
、
数
週
叉
は
激
月

に
し
て
顛
覆

せ
し
む
る
こ
ε
』
な
る
だ
ら
う
。
そ
の
影
響
の
及
ぶ
所

を
考

ふ
れ
ば
、
更
に
極
め
て
重
大
で
あ
る
、

危
急
存
亡
の
秋
に
は
、
豫
見
し
得
ざ
る
企
て
や
力
が

往
々
顯
は
れ
來
る
。
而
し
て
元
の
目
的
は
攣

っ
て
仕
舞
.

ふ
こ
ε
も
あ
る
。
併
し
、
英
人
大
多
数

の
脅
.性
は
、
事

.

實

の
眞
相
を
探
求
し
、
事
實
に
よ
り
て
行
動

の
方
針
を

定

め
ん
ξ
す
る
に
あ
る
が
上
に
現
在
の
産
業
組
織
は

一
…

朝

に
し
て
顛
覆
し
終

る
も
の
で
な

い
ε
云
ふ
威
念
が
、

根
深
く
存
在
し
て
居

る
か
ら
、
結
局
は
妥
協
の
方
法
が

　

見

…四

さ

れ

る

も

の

ε

思

は

れ

る

。
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